
企業局経営戦略の進捗状況（令和４年度決算確定値） 

 

１ 令和４年度投資・財政計画の実績評価（令和４年度計画値と実績値の比較による評価） 

（１）水道用水供給事業 

○ 供給水量の微増が続くなど、計画約 13 億円に対し、約 17 億円の純利益を確保し

ている。今後、人口の減少は進むものの、水道普及率の向上や市町村等における自己

水源から県水への転換による供給水量の増加により、継続して純利益を確保してい

く。 

○ 借入金残高は、新規借入金の抑制に努めており、約 420 億円と、計画約 500 億円

に対し、約 80 億円下回っている。 

○ 純利益を確保しながら、浄水場の更新、管路の耐震化などを行っており、経営状況

は良好である。 

（２）工業用水道事業 

○ ユーザー企業との契約水量を一定量確保するなど、計画約 28 億円に対し、約 21 億

円の純利益を確保している。 

○ 借入金残高は、新規借入金の抑制に努めており、約 363 億円と、計画約 430 億円

に対し、約 67 億円下回っている。 

○ 純利益を確保しながら、浄水場の更新、管路の耐震化などを行っており、経営状況

は良好である。 

（３）地域振興事業 

○ 主な収益は阿見東部土地造成事業のリース料約 4,400 万円、主な費用はつくばみ

らい福岡土地造成事業と坂東山地区土地造成事業の負担金約 4,800 万円で、その他

一般管理費等が発生した。全体として費用が収益を上回り 3,600 万円の純損失とな

った。 

○ つくばみらい福岡地区土地造成事業と坂東山地区土地造成事業において、合計約

51 億の企業債借入を行い、借入金残高は約 135 億円となった。各造成事業の企業債

は、分譲収入により返済する見込みである。 

○ 一時的に純損失を計上しているものの、令和５年度にはつくばみらい福岡地区土

地造成事業の分譲収入により純利益を確保する見込みである。 

 

２ 数値目標の達成状況 

（１）水道用水供給事業 

○ 総収益対総費用率は、供給水量の微増が続き 100％以上を達成している。 

○ 施設の改築・更新は、水道の広域化（施設の最適化）の検討に伴い新治浄水場の

更新は先送りしているが、計画どおり６浄水場（霞ヶ浦、阿見、関城、水戸、涸沼

川、那珂川）について完了又は事業を進めている。 

○ 管路耐震化は、整備費用の高騰や布設位置の見直しなどが発生しているが、着実

に耐震化を進めている。 
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（２）工業用水道事業 

○ 総収益対総費用率は、引き続き 100％以上を達成している。 

○ 施設の改築・更新は、水道の広域化（施設の最適化）の検討に伴い新治浄水場の

更新は先送りしているが、他の浄水場については計画に基づき事業が進んでいる。

計画どおり６浄水場（霞ヶ浦、阿見、関城、水戸、涸沼川、那珂川）について完了

又は事業を進めている。 

○ 管路耐震化は、整備費用の高騰や布設位置の見直しなどが発生しているが、着実

に耐震化を進めている。 

（３）地域振興事業 

○ これまで企業局が造成した阿見東部工業団地、江戸崎工業団地、つくば明野北部

(田宿地区)工業団地の全てにおいて企業立地率 100％を達成している。 

○ 江戸崎工業団地の未造成区画（第５号画地）については、令和４年１月 24 日に

(株)ＳＨＯＥＩと土地売買契約を締結し、江戸崎工業団地は完売となった。 

 

３ その他の諸課題の取組状況 

（１）人材の確保・育成 

○ 技術系職員については、関係各課と調整し、毎年度必要な人員の確保に努めてい

る。 

○ 浄水場の運転管理を委託している(公財)茨城県開発公社の人員体制については、

基本的に退職者の補充で対応している。40 代が 74％程度となっている年齢構成の

偏りについては、新規や中途採用が必要と認識しており、(公財)茨城県開発公社は

県の出資団体であることから、水道施設の運営体制による必要人員等を検討したう

えで、総務部所管課との調整に努めている。 

○ 技術の継承や知識習得のため、若手職員向けの技術研修を計画的に４回開催し、

人材の育成に積極的に取り組んだ。また、運転管理を委託している(公財)茨城県開

発公社と管路点検及び浄水場巡視点検のデジタル化に取組み、技術力向上に努め

た。 

○ 運転管理へのＡＩ導入や浄水場の集中監視などデジタル技術の活用により、技術

力の補完を図ることとしている。 

（２）コストダウンの取り組み 

○ 浄水場で使用する薬品等や高額な固定資産（備品）の購入にあたっては、本局で

一括して一般競争入札を実施し、コストダウンを図っている。また、消耗品等につ

いても、随意契約よりも競争性・公平性・透明性が確保されるオープンカウンター

（公募型見積り合わせ）方式で実施し、コストダウンを図っている。 

○ 動力費を削減するため、ろ過池等の洗浄等の夜間実施、取水ポンプ・送水ポンプ

のピークシフト（昼間を減らし夜間を増やす）などを実施し、使用電力量の削減に

努めている。 

○ 浄水場内屋外灯のLED化を推進しており、令和４年度に100％LED化を達成した。 
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（３）水道事業の経営基盤強化に向けた広域化等の推進 

○ 令和２年４月に統合した県南西広域水道用水供給事業において、旧県西広域の新

たな水需要に対応するため、余剰水が発生している旧県南広域からの水融通を行う

連絡管（２区間）の整備を進めた。 

〇 鹿行５市、(公財)茨城県開発公社、水政課及び企業局による経営改善のための共

同研究を実施し、「各受水団体が抱える課題に対する解決策を考えるうえで、広域

化を具体的に検討することは、将来の水道事業の安定的かつ健全な経営にとって有

意義である。」との研究成果を得た。 

〇 自己水源から県水道用水への転換を行った受水団体（４団体）に対し、増量した

水量の基本料金の２分の１を減免することにより、県水転換を促進し、供給水量増

による経営基盤強化を図った。 

〇 水道加入促進の取組を実施する受水団体（27 団体）に対し、増加した使用水量

見合いの使用料金の２分の１を減免することにより、水道普及率を高め、供給水量

増による経営基盤強化を図った。 

（４）デジタル化の推進と新技術の導入 

○ 令和３年９月に「企業局ＤＸ推進計画」を策定し、浄水場維持管理費用の削減や、

維持管理の省力化を図るため、デジタル技術の積極的な導入を推進することとし

た。令和４年度は、全浄水場において遠隔監視システムの運用開始、鹿島工業用水

道へのスマートメーター導入などにより、運転管理の危機管理強化及び省力化を図

った。 

○ 霞ヶ浦浄水場で進めている「新たな浄水処理技術の導入」については、オゾン接

触池の築造工事が完成し、施工中の電気・機械設備工事の完成後に、試運転等を経

て令和６年度中の供用開始を予定している。 
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（百万円）
R4計画(A) R4実績(B) 差引(B)-(A) 備考 増減率

17,994 18,329 335 101.9%
料金収入 15,877 16,005 128 100.8%
他会計補助 123 124 1 100.8%
長期前受金戻入等 1,994 2,200 206 110.3%

16,701 16,583 △ 118 99.3%
維持管理費等 7,943 8,043 100 101.3%
減価償却費 8,052 7,976 △ 76 99.1%
支払利息 706 564 △ 142 79.9%

1,294 1,746 452 134.9%
1,294 346 △ 948 26.7%

0 1,602 1,602
3,349 3,347 △ 2 99.9%

国庫補助金 1,476 997 △ 479 67.5%
企業債 732 972 240 132.8%
他会計補助金等 961 1,293 332 134.5%
他会計借入金 180 85 △ 95 47.2%

11,830 10,866 △ 964 91.9%
建設改良費 8,782 7,757 △ 1,025 88.3%
償還金等 3,048 3,109 61 102.0%

△ 8,482 △ 7,519 963 88.6%
50,010 41,998 △ 8,012 84.0%
44,672 38,211 △ 6,461 85.5%

令和４年度 投資・財政計画実績

水道用水供給事業

差引

収入

支出

純利益

収益的
収 支

項目
収益

費用

借入金残高
うち企業債残高

利益処分（減債・建設改良積立）
繰越利益剰余金

資本的
収 支
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（百万円）
R4計画(A) R4実績(B) 差引(B)-(A) 備考 増減率

12,654 12,491 △ 163 98.7%
料金収入 11,335 11,192 △ 143 98.7%
他会計補助 0 45 45
長期前受金戻入等 1,319 1,254 △ 65 95.1%

9,827 10,373 546 105.6%
維持管理費等 3,775 4,864 1,089 128.8%
減価償却費 5,740 5,347 △ 393 93.2%
支払利息 312 162 △ 150 51.9%

2,827 2,118 △ 709 74.9%
2,827 2,118 △ 709 74.9%

0 0 0
2,552 1,915 △ 637 75.0%

国庫補助金 72 287 215 398.6%
企業債 2,180 860 △ 1,320 39.4%
他会計借入金 0 0 0
その他 300 768 468 256.0%

6,805 7,034 229 103.4%
建設改良費 3,908 4,469 561 114.4%
償還金等 2,897 2,565 △ 332 88.5%

△ 4,253 △ 5,119 △ 866 120.4%
42,990 35,749 △ 7,241 83.2%
23,886 17,242 △ 6,644 72.2%

利益処分（減債・建設改良積立）
繰越利益剰余金

項目
収益

費用

令和４年度 投資・財政計画実績

工業用水道事業

差引

収入

支出

借入金残高
うち企業債残高

資本的
収 支

純利益

収益的
収 支
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土地造成事業 （単位：百万円）

R4計画(A) R4実績(B) 差引(B)-(A) 増減率
66 44 △ 22 66.7%

土地リース収入等 66 44 △ 22 66.7%
分譲収入 0 0 0

51 80 29 156.9%
維持管理費等 50 80 30 160.0%
土地売却原価 0 0 0
支払利息 1 0 △ 1 0.0%

15 △ 36 △ 51 -240.0%
15 0 △ 15 0.0%
0 △ 160 △ 160
0 5,464 5,464

企業債等 0 5,464 5,464
0 6,113 6,113

建設改良費 0 6,113 6,113
償還金等 0 0

0 △ 649 △ 649
1,500 13,520 12,020 901.3%

0 12,220 12,220
※△表記は、減少、損失、欠損を示すものである。

借入金残高
うち企業債残高

利益処分（土地造成積立）
繰越利益剰余金

資本的
収 支

収入

支出

差引

令和４年度 投資・財政計画実績

項 目

収益的
収 支

収益

費用

純利益
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１　水道用水供給事業

（１）数値目標

【基本目標１】　計画的かつ効率的な経営の推進

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

1 総収益対総費用率（％） 費用が収益によってどの程度
賄われているかを示す

125.6 120.2 118.2 114.3 121.2 117.9 110.5 毎年
100以上

◎

総収益で総費用を賄えている状況にある。今後、人口の
減少は進むものの、水道普及率の向上や市町村等におけ
る自己水源から県水への転換による供給水量の増加によ
り、継続して目標値の達成が見込まれる。

2 営業収益対営業費用比率
（％）

営業費用が営業収益によって
どの程度賄われているかを示す

117.6 110.9 109.2 109.4 110.4 108.2 100.5 毎年
100以上

◎

営業収益で営業費用を賄えている状況にある。今後、人
口の減少は進むものの、水道普及率の向上や市町村等に
おける自己水源から県水への転換による供給水量の増加
により、継続して目標値の達成が見込まれる。

3 借入金残高（億円） 借入金残高（負債）の状況 530 515 504 502 468 440 420 463 ◎

資金状況をみながら、新規借入金の抑制に努めているこ
とから、年々減少している。今後は、市町村への県水供
給の増量に必要な送水施設整備費の増大などにより、借
入金の増加が見込まれる。

4 粉末活性炭使用量（t） オゾン処理導入による使用量削減 270 400 300 300 350 270 230 100 △ 利根川浄水場では使用量が増加したものの他場で減少し
たため、全体としては減少した。

5 粒状活性炭の再生量（㎥）
［霞ヶ浦浄水場］

吸着活性炭から生物活性炭に移行
することによる活性炭寿命の延命

3,400 2,900 3,200 2,900 3,600 4,200 4,000 1,200 △

昨年度に引き続き、容量の大きな新設の粒状活性炭ろ過
池へ活性炭を再生・移設したため、再生量は多くなって
いる。
令和4年度で移設が完了したため、令和5年度は再生量が
減少する見通し。

6 水道普及率（％） 水道利用者の増 94.0 94.4 94.6 94.7 94.9 95.1 95.3 95.4 ○

水道普及率は、着実に向上しており、このまま推移すれ
ば目標を達成できる見込み。
※R4実績値は、R4年3月末時点の水道普及率として
　公表された値

経営戦略における数値目標の令和４年度実績値

【評価の凡例】
 ◎ R6までに確実に達成
 ○ R6までに達成の見込み
 △ R6までに達成できない可能性がある

評　　価
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【基本目標２】　安全で安定した水の供給

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

機能維持に関する建設改良投資の
進捗状況（施設更新事業）
【上工水】

27.3
(30.6)

35.7 43.9 53.7 54.6 57.9 63.7 100 ○
水道の広域化（施設の最適化）の検討に伴い新治浄水場
の更新は先送りしているが、他の浄水場については計画
に基づき事業が進んでいる。

　策定時（H25）
　事業費（百万円）47,021
　執行額（百万円） 3,066
　進捗率　　（％）   6.5

47,021
12,834

27.3

47,021
16,780

35.7

47,021
20,649

43.9

47,021
25,229

53.7

47,021
25,687

54.6

47,021
27,248

57.9

47,021
29,931

63.7

R4計画値
47,021
30,151

64.1

○

同上

R4実績額　C=2,682,738千円（霞ヶ浦オゾン、涸沼川薬注、阿見薬注、鹿島CC）
　※最終補正額
R4当初予算C=2,902,874千円（　〃　）

S56以前に整備された建築建屋(常
時無人)の耐震化の進捗状況
（第2次耐震化計画）【上工水】

13.1 20.4 27.3 30.1 32.6 35.0 ※100 100 ◎
耐震補強計画の見直し等により工事費の低減を図ってお
り、事業費ベースの進捗率は低いものの、令和３年度ま
でに対象９棟の耐震化が完了できた。

　策定時（H25）
　棟数（全9棟）　 　 0棟
　事業費（百万円）   715
　執行額（百万円）     2
　進捗率　　（％）   0.2

1棟
715
94

13.1

3棟
715
146

20.4

4棟
715
195

27.3

6棟
715
215

30.1

6棟
715
233

32.6

9棟
715
250

35.0

棟数ﾍﾞｰｽ
では

R3に目標
達成済

R4計画値
 

　
0

◎

同上

R3実績額　C=17,215千円（鰐川耐震補強工事）
R3当初予算C=37,851千円（　〃　）

管路更新や適切な機能保全工事に
よる安定した水の供給【上工水】

1.2 1.1 0.9 0.5 1.3 1.1 0.8 0.5 ○
小規模な漏水が主であり、老朽化が進む中で発生率は横
ばい程度に抑えられている。引き続き、管路の更新等に
より漏水事故発生の抑制を図る。

　策定時（H25）
　管路総延長（㎞）　　　1,330
　漏水事故発生件数（件）　 13
　漏水事故発生率（件/100㎞）1.0％

1,330
16

1.2

1,330
14

1.1

1,330
12

0.9

1,330
7

0.5

1,330
17

1.3

1,330
14

1.1

1,330
10

0.8

R4計画値
1,330

      －
      －

○ 同上

管路耐震化の進捗状況 61.7 62.4 63.6 64.7 65.4 65.9 66.3 74.8
(74.4)

△

整備費用の高騰や布設位置の見直しなどにより、計画に
対する進捗率の伸びは鈍いものの、着実に耐震化が図ら
れている。
※目標値()書きは旧目標

　策定時（H25）
　管路総延長（㎞） 773.9
　整備済み（㎞）   436.6
　進捗率（％）      56.4

773.9
477.4
61.7

773.9
483.1
62.4

773.9
491.9
63.6

773.9
500.4
64.7

773.9
506.4
65.4

773.9
509.8
65.9

773.9
513.3
66.3

R4計画値
   773.9
   550.9
   71.2

△ 同上

広域水道事業間をつなぐ緊急連絡
管の整備状況（第2次耐震化計画）

4.7 11.0 21.2 36.7 56.8 73.1 84.0 100
※R6:L=33km

○ 整備費用の高騰や整備計画の見直しなどが発生している
が、概ね計画どおりの進捗が図られている。

　策定時（H25）
　管路延長（㎞）　  　 0
　管路進捗率（％） 　0.0
　事業費（百万円） 5,205
　執行額（百万円）     0
　事業費進捗率（％） 0.0

1.1
3.3

5,205
245
4.7

2.9
8.8

5,205
570

11.0

6.1
18.5

5,205
1,104
21.2

11.5
34.8

5,205
1,911
36.7

17.8
53.9

5,205
2,956
56.8

21.3
64.5

5,205
3,804
73.1

26.4
80.0

6,593
5,535
84.0

R4計画値
26.4
80.0

6,593
5.617
85.2

○

同上

R4実績額　C=1,731,162千円（利根～水海道、霞ヶ浦～新治、鹿島～水戸）

　※利根～水海道・霞ヶ浦～新治は最終補正額
R4当初予算C=1,812,590千円（　〃　）

※R3進捗率を最終補正額→実績額ベースに修正　※全体事業費が増となった

10 管路耐震化率（％）
［管路延長ベース］

11
事業間連絡管の整備状況
（％）［事業費ベース］

評　　価

7
施設の改築・更新の進捗
状況（％）
［事業費ベース］

8

建築物（取水ポンプ棟、送配
水ポンプ棟など）の耐震補強
の進捗状況（％）
［事業費ベース］

9 管路の漏水事故発生率
（件/100km）
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【基本目標３】　利用者サービスと情報発信の充実

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

2-MIB値
100%

2-MIB値
100%

2-MIB値
100%

2-MIB値
99%

2-MIB値
98%

2-MIB値
100%

2-MIB値
99%

ジェオスミン値

100%
ジェオスミン値

100%
ジェオスミン値

100%
ジェオスミン値

100%
ジェオスミン値

100%
ジェオスミン値

100%

ジェオスミン
値

100%

13
普及啓発事業等への参加者数
（人）

水道水の普及啓発及びＰＲ活動の
状況

19,097 17,746 20,336 20,581 58 218 2,055 20,000 〇

コロナ禍において浄水場見学受入れや一部イベントへの
出展等ができなかったが、オンラインツールを活用する
など工夫した取組を行った。ポストコロナにおいてイベ
ント回帰の流れがあることから、令和６年度までに目標
達成見込み。

14
企業局ホームページのアクセ
ス数（月平均：件）

広報・情報発信の強化【上工水】 15,755 11,446 9,498 16,091 7,501 12,474 17,711 15,000 ◎
出先機関を含む各所属において積極的に情報発信を行っ
たことにより、６月に過去最高である32,384回のアクセ
スを記録する等、順調に実績を達成した。

15 水道水の安全性のＰＲ回数
（回）

水道水の安全性についての情報
発信

25 25 26 23 12 12 21 25 〇

コロナ禍においてＰＲの機会が減少する中、ホームペー
ジ等を通して定期的に水質情報等を発信した。ポストコ
ロナにおいてイベント回帰の流れがあることから、令和
６年度までに目標達成見込み。

【基本目標４】　環境保全への貢献

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

16 浄水場屋外灯のＬＥＤ導入率
（％）

省エネ機器の導入状況【上工水】 36.4 36.4 54.5 63.6 81.8 90.9 100.0 100 ◎ R4年度に目標達成

17 中央監視室照明のＬＥＤ導入
率（％）

省エネ機器の導入状況【上工水】 27.3 27.3 90.9 100.0 100.0 100.0 100.0 100 ◎ R1年度に目標達成

水処理コスト・環境影響負荷の
低減　※H25：437

419
4.1%削減

415
5.0%削減

418
4.3%削減

414
5.3%削減

415
5.0%削減

416
4.8%削減

410
6.2%削減

H25比毎年
0.1%削減

◎
鹿島浄水場田の森配水場供用開始に伴う排水作業や1月の
寒波による各配水場への送水量増量等、原単位悪化要因
はあったものの目標を達成している。

上水目標（kWh/千㎥） 435.7 435.3 434.8 434.4 434.0 433.5 433.1

※達成率は、目標値である5ng/ℓを超えなかった回数／検
査回数。
R4.6.27水戸浄水場　浄水2-MIBが6ng/L検出
那珂川上流において藻類が繁殖し2-MIBが生成されていた
と推測（原水濃度22ng/L）

評　　価

18 エネルギー消費原単位
（kWh/千㎥）

12

カビ臭の除去率を高めた水道
水の供給（水質基準）
　2-MIB、ジェオスミン
　10ng/ℓ以下

水道水質の向上

2-MIB、ジェオ
スミンともに
5ng/ℓ以下を
100%達成

○

評　　価

- 9 -



２　工業用水道事業

（１）数値目標

【基本目標１】　計画的かつ効率的な経営の推進

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

1 総収益対総費用率（％） 費用が収益によってどの程度
賄われているかを示す

147.6 134.7 133.3 128.4 129.2 119.6 120.4 毎年
100以上

◎
  総収益が総費用を上回っており、収益で費用を賄えて
いる状況にある。今後も引き続き純利益を確保できる見
通しであるため、目標値は達成できると見込まれる。

2 営業収益対営業費用比率
（％）

営業費用が営業収益によって
どの程度賄われているかを示す

127.1 123.6 121.8 118.2 118.2 117.4 110.4
毎年

100以上
◎

  維持管理費や職員給与費などの営業費用が、料金収入
で賄えている状況にある。今後も同様の状況が続く見通
しであるため、目標値は達成できると見込まれる。

3 借入金残高（億円） 借入金残高（負債）の状況 498 475 459 437 404 380 363 428 ◎

  資金状況をみながら、新規借入金の抑制に努めている
ことから、年々減少している。引き続き、借入金の抑制
に努めることにより、目標値は達成できると見込まれ
る。

4 契約水量（万㎥／日） 契約水量の増 100 101 102 102 102 102 102 109 ○

　近年は横ばいで推移。企業における業態の変更や節水
技術の進展により、大幅な契約水量増は見込みにくい状
況。なお、県南西工水では、圏央道インターパークつく
ばみらいなど、新しい工業団地の造成により、一定の新
規需要が見込まれる。

【基本目標２】　安定した水の供給

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

5
施設の改築・更新の進捗
状況（％）
［事業費ベース］ ※再掲

機能維持に関する建設改良投資の
進捗状況（施設更新事業）
【上工水】

27.3
(30.6)

35.7 43.9 53.7 54.6 57.9 63.7 100 ○
（再掲）水道の広域化（施設の最適化）の検討に伴い新
治浄水場の更新は先送りしているが、他の浄水場につい
ては計画に基づき事業が進んでいる。

6

建築物（取水ポンプ棟、送配
水ポンプ棟など）の耐震補強
の進捗状況（％）
［事業費ベース］ ※再掲

S56以前に整備された建築建屋(常
時無人)の耐震化の進捗状況
（第2次耐震化計画）【上工水】

13.1 20.4 27.3 30.1 32.6 35.0 ※100 100 ◎
（再掲）耐震補強計画の見直し等により工事費の低減を
図っており、事業費ベースの進捗率は低いものの、令和
３年度までに対象９棟の耐震化が完了できた。

7 管路の漏水事故発生率
（件/100km） ※再掲

管路更新や適切な機能保全工事に
よる安定した水の供給【上工水】

1.2 1.1 0.9 0.5 1.3 1.1 0.8 0.5 ○
（再掲）小規模な漏水が主であり、老朽化が進む中で発
生率は横ばい程度に抑えられている。引き続き、管路の
更新等により漏水事故発生の抑制を図る。

管路耐震化の進捗状況 39.4 39.9 41.8 43.7 43.9 45.6 46.0 59.7 △
整備費用の高騰や布設位置の見直しなどにより、計画に
対する進捗率の伸びは鈍いものの、着実に耐震化が図ら
れている。

　策定時（H25）
　管路総延長（㎞） 563.8
　整備済み（㎞）   193.8
　進捗率（％）      34.4

563.8
222.2
39.4

563.8
225.0
39.9

563.8
235.9
41.8

563.8
246.1
43.7

563.8
247.5
43.9

563.8
257.3
45.6

563.8
259.5
46.0

R4計画値
  563.8

   313.0
   55.5

△ 同上

評　　価

8 管路耐震化率（％）
［管路延長ベース］

評　　価
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【基本目標３】　利用者サービスと情報発信の充実

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

9 低濁度水の供給
　月平均濁度　15度以下

顧客満足度の向上 8.4度 8.2度 7.5度 8.5度 8.7度 8.7度 8.4度 10度以下 ◎

※鹿島Ⅰ期の工水配水濁度を採用している理由：工水専
用取水であり濁度が一番高い。

費用対効果を念頭にほぼ均等な濁度管理に努めている。

10
企業局ホームページのアクセ
ス数（月平均：件） ※再掲

広報・情報発信の強化【上工水】 15,755 11,446 9,498 16,091 7,501 12,474 17,711 15,000 ◎
出先機関を含む各所属において積極的に情報発信を行っ
たことにより、６月に過去最高である32,384回のアクセ
スを記録する等、順調に実績を達成した。

【基本目標４】　環境保全への貢献

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

11 浄水場屋外灯のＬＥＤ導入率
（％） ※再掲

省エネ機器の導入状況【上工水】 36.4 36.4 54.5 63.6 81.8 90.9 100.0 100 ◎ R4年度に目標達成

12 中央監視室照明のＬＥＤ導入
率（％） ※再掲

省エネ機器の導入状況【上工水】 27.3 27.3 90.9 100.0 100.0 100.0 100.0 100 ◎ R1年度に目標達成

水処理コスト・環境影響負荷の
低減　※H25：209

209
増減なし

211
1.0%増

211
1.0%増

209
増減なし

213
1.9%増

211
1.0%増

215
2.9%増

H25比毎年
0.1%削減

△

水海道浄水場の工水沈殿池設備清掃で発生したアンモニ
ア態窒素の対応や那珂川浄水場でのユーザー水量の減に
伴いポンプ効率が悪化したこと等から原単位が悪化し
た。

工水目標（kWh/千㎥） 208.4 208.2 208.0 207.7 207.5 207.3 207

評　　価

評　　価

13 エネルギー消費原単位
（kWh/千㎥）
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３　地域振興事業

（１）数値目標

【基本目標１】　計画的かつ効率的な経営の推進

№ 項　目 項目選定の理由等 改定時
（H28）

実績値
(H29)

実績値
（H30）

実績値
(R1)

実績値
(R2)

実績値
(R3)

実績値
(R4)

目標値
(R6)

1 入居者の確保（社）
［格納庫事業］

賃貸料収入の確保 5 5 5 5 4 4 － 5 － 民間事業者への売却により、令和３年度末をもって事業
終了。

2 借入金残高（億円）
［格納庫事業］

借入金残高（負債）の状況 1 1 1 0 0 0 － (R2)
0

－ 令和元年度完済

3 阿見東部工業団地立地率
（％）［土地造成事業］

経営の安定 93 100 100 100 100 100 100 100 ◎ 完了（18社立地）

4 江戸崎工業団地立地率
（％）［土地造成事業］

経営の安定 91 100 100 100 100 100 100 100 ◎
未造成区画（第５号画地）について、令和４年１月24日
に(株)SHOEIと土地売買契約を締結し、江戸崎工業団地は
完売（８社立地）となった。

5
つくば明野北部工業団地
立地率（％）
［土地造成事業］

経営の安定 100 100 100 100 100 100 100 100 ◎ 完了（１社立地）

評　　価
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